
＜麦類の栽培ポイント＞
１　麦の生育状況
　11月の播種時期に好天が続いたため、播種は順調に行われ、発芽・出芽も順調でした。今後
（12月～2月）の気温は、平年並または低い確率が40％、降水量は、平年並または少ない確率が
40％と予想されています。麦の生育や圃場の状態を良く観察して麦踏みを行い、寒さに備えて茎
数を確保しましょう！

２　麦踏み
○３葉目が展開したら、1回目の麦踏みを行いましょう。生育が遅れている場合は無理に実施せ
ず、生育が進んでから実施します。今年は、播種時期から気温が高く推移したため、生育が進
んでいる圃場は早めに麦踏みしましょう。
○圃場が乾燥しているときに実施しましょう。雨や雪によって土壌水分が高いときに麦踏みを行
うと、透排水性が悪くなって湿害を招いてしまいます。
○麦踏みの回数は、茎立期直前までに3～4回が目安です。10日～2週間の間隔をあけるようにしま
す。根張りを良くし、寒さに強い麦を生産するために麦踏みを行いましょう。

① 分げつを進める
② 根張りを良くし、耐寒性をつける
③ 霜柱などによる凍上害防止
④ 暖冬時、早すぎる茎立ちを抑える
⑤ 穂ぞろいを良くする

３　排水対策の徹底
○排水溝は排水路に繋いでおきます。また、時々排水溝を点検して、必要に応じて溝さらいを行
いましょう。
〇排水対策を行うことで圃場が乾きやすくなり、麦踏みを実施しやすくなります。排水溝がまだ
ない場合、早急に設置しましょう。 

＜秋耕をしましょう＞
　水稲跡で麦を作付しない圃場では、秋耕を早めに行うことで、以下のような対策ができます。
○稲わらをすき込み、有機物の分解を進める。
早い時期に稲わらをすき込むことで、わらの腐熟が促進され、次年産の水稲で根腐れを起こすメ
タンガスの発生を減らすことが出来ます。すき込む時には、10a当たり10～20kgの石灰窒素を散
布し、分解を促しましょう。
○イネ縞葉枯病対策
イネ縞葉枯病ウイルスを媒介するヒメトビウンカは再生稲やイネ科雑草に寄生し越冬します。県
南部のヒメトビウンカ越冬世代幼虫のウイルス保毒虫率は2.2%＊と低く推移していますが再生稲
を確実にすき込み、次年産の発病を抑えましょう。
なお、「とちぎの星」「あさひの夢」はイネ縞葉枯病ウイルスの抵抗性を持っています。
＊：栃木県農業環境指導センター 植物防疫ニュース（速報№11）より
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◎詳しくは安足農業振興事務所、経営普及部（TEL 0283-23-1431）、営農指導員・営農相談係
　TAC（営農経済渉外）にご相談下さい。

麦踏みの効果　→

幼稈が２cm程度になるまで踏圧できます。
この状態の麦であればまだ麦踏みできます。
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＜農業用ハウスの雪害対策＞
〇平成２６年の大雪は県内各地で多くのハウスが倒壊するなど、甚大な被害を及ぼしました。年
数が経過したハウスは強度が低下しています。雪が降る前に必ずハウスの点検を行い、部材の
更新や補強対策に万全を期し、雪害に強い農業経営を実現しましょう。


